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は
じ
め
に

　

３
・
11
は
、
人
智
を
超
え
た
自
然
災
害
を
前
に
、
人
間
が
い
か
に
無
力

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
ら
し
め
た
だ
け
で
な
く
、
原
子
力
や
化
石
燃

料
に
過
度
に
依
存
し
た
文
明
の
限
界
、
ま
た
市
場
経
済
万
能
主
義
に
基
づ

く
日
本
の
社
会
構
造
や
常
識
に
強
く
再
考
を
促
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
現
在
、
中
央
に
お
い
て
あ
の
震
災
は
も
は
や
過
去
と
な
り
、
原
発

と
経
済
成
長
は
「
強
い
日
本
再
生
」
の
根
幹
で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が

公
然
と
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
多
く
の
地
方
に
と
っ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
自
立
・
自
律
を
め
ざ
す
観
点
か

ら
も
重
要
で
あ
り
、国
策
任
せ
で
な
い
適
正
規
模
・
適
正
技
術
に
よ
る
〝
身

の
丈
に
あ
っ
た
〞
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
は
、

市
民
共
同
発
電
所
で
地
域
を
元
気
に
！

―
―
―
売
電
収
益
を
地
域
商
品
券
で
分
配
す
る〝
三
方
よ
し
〞の
取
り
組
み

市
民
出
資
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
、

得
ら
れ
た
富
は
地
域
商
品
券
に
替
え
て
地
元
に
還
元
す
る
―
―
。

近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」
の
発
想
に
基
づ
く
モ
デ
ル
事
業
と

そ
の
取
り
組
み
を
支
え
る
東
近
江
市
職
員
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

東
近
江
市
職
員
組
合　

執
行
委
員
長

山
本
享
志

少
子
超
高
齢
社
会
の
な
か
で
生
き
残
る
た
め
の
術
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
市
民
共

同
発
電
所
と
地
域
商
品
券
流
通
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
紹
介
し
、

そ
の
可
能
性
を
と
も
に
議
論
し
た
い
。

　
東
近
江
市
・
東
近
江
市
職
員
組
合
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

東
近
江
市
は
、
琵
琶
湖
を
抱
え
る
滋
賀
県
の
中
東
部
に
位
置
す
る
面
積

約
三
八
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
一
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
内
陸
型

工
業
地
域
と
肥
沃
な
農
業
地
帯
を
あ
わ
せ
持
つ
ま
ち
で
あ
る
。
二
〇
〇
五

年
と
二
〇
〇
六
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
周
辺
の
一
市
六
町
が
合
併
し
、
現

在
の
姿
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
に
当
時
の
民
主
党
政
権
下
で
総
務
省
が
提
唱
し
た
、
環
境

と
経
済
の
共
生
に
よ
り
地
域
創
富
力
を
生
み
出
す
と
い
う
「
緑
の
分
権
改

革
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
面
積
・
人
口
規
模
・
地
理
的
特
性
か
ら
東
近

江
市
を
「
日
本
の
一
〇
〇
〇
分
の
一
ス
ケ
ー
ル
」
と
捉
え
、
多
様
な
地
域

主
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
食
」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
地
域
ケ
ア
」
の
自
立

に
向
け
た
「
東
近
江
モ
デ
ル
」
の
確
立
を
め
ざ
し
て
き
た
。

　

東
近
江
市
職
員
組
合
は
、
市
の
合
併
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
二
〇
〇
五

年
三
月
に
結
成
。
結
成
一
〇
年
を
迎
え
た
現
在
の
組
合
員
数
は
約
六
四
〇

人
で
あ
る
。
当
初
よ
り
、
関
連
産
別
組
織
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
連
携

や
地
域
に
根
ざ
し
た
公
務
員
労
働
組
合
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
自
治
研
究
部
」
を
設
置
し
、
専
任
の
執
行
委
員
三
名
を
配
置
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
元
学
習
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
り
、
地
域
主
権
を
テ
ー
マ
に
市

民
公
開
講
座
を
開
催
し
て
き
た
ほ
か
、
組
合
員
の
自
主
研
修
を
支
援
す
る

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
事
業
を
毎
年
実
施
し
、成
果
の
共
有
化
や
行

政
施
策
へ
の
反
映
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
市
民
共
同
発
電
所
の
導
入
経
過
と
現
状

　

市
民
共
同
発
電
所
と
は
、
有
志
が
少
し
ず
つ
資
金
を
持
ち
寄
り
、
公
共

施
設
の
屋
根
な
ど
を
借
り
て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
、
売
電
し
て

得
ら
れ
た
富
を
み
ん
な
で
分
け
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

ア
パ
ー
ト
や
借
家
在
住
で
あ
っ
て
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
設
置
し
た
施
設
で
非
常
時
の
緊
急
用
電
源
が

常
に
確
保
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

東
近
江
市
で
は
じ
め
て
市
民
共
同
発
電
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇

三
年
一
二
月
、
合
併
前
の
旧
八
日
市
市
に
お
い
て
で
あ
る
。
当
時
、
市
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
関
わ
っ
た
推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
り
、
六
六
の
個
人
・
団
体
が
資
金
を
拠
出
し
、
五
・
九
九
kw
の
太

や
ま
も
と
・
た
か
し

一
九
九
二
年
旧
八
日
市
市
役
所
に
入
庁
。
一
九
九
六
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
契
機
に
執
行
委
員
と
し
て
関
わ
る
。
平
成
の
大
合
併
時
に
は
近
隣
自
治
体
職
員
組
合
と
組
合
合
併

対
策
委
員
会
に
お
い
て
新
組
織
の
構
築
に
携
わ
る
。
二
〇
〇
五
年
の
東
近
江
市
職
員
組
結
成
時
か
ら
書

記
長
、
副
委
員
長
を
歴
任
し
、
二
〇
一
四
年
よ
り
現
職
。
地
域
に
根
ざ
し
た
公
務
員
労
働
組
合
の
社
会

的
存
在
意
義
を
約
六
四
〇
人
の
組
合
員
と
と
も
に
問
い
か
け
て
い
る
。

原
発
再
稼
働
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治

クリーンエネルギーの可能性をひろめた市民共同発電所１号機

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

市
内
に
あ
る
農
産
物
直

売
施
設
の
屋
根
に
設
置

し
た
。

　

こ
れ
は
単
に
売
電
益

を
分
か
ち
合
う
だ
け
で

な
く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
魅
力
を
広
く

一
般
に
Ｐ
Ｒ
す
る
モ
デ

ル
で
も
あ
っ
た
。

　

合
併
後
の
二
〇
一
〇

年
一
月
に
地
元
Ｆ
Ｍ
局

の
屋
根
に
設
置
し
た
出

力
四
・
三
kw
の
二
号
機
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は
、
二
九
の
個
人
・
団

体
か
ら
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
二
号
機
に

は
新
た
に
二
つ
の
ア
イ

デ
ア
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
一
つ
は
持
続
可
能

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
の
可
視
化
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

数
分
ご
と
に
直
近
の
発

電
量
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

誰
で
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
こ
と
、
も
う

の
は
、〝
売
り
手
よ
し
・
買
い
手
よ
し
〞
に
加
え
て
〝
世
間
よ
し
〞
を
追
求

す
る
「
三
方
よ
し
」
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
先
人
の
遺
し
て
く
れ
た

精
神
を
少
な
か
ら
ず
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
こ
の
モ
デ
ル
を
位
置
づ
け
て

い
る
。

　
職
員
組
合
の
参
画
と
組
合
員
の
意
識

　

東
近
江
市
職
員
組
合
は
結
成
当
初
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
と
の

共
同
参
画
を
活
動
の
基
本
と
し
、〝
住
民
の
信
頼
に
応
え
得
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
実
現
の
た
め
〞
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
要
求
や
行
動
の
前
に
必
ず
置
い
て

き
て
い
る
。

　

組
合
員
の
賃
金･

労
働
条
件
の
改
善
は
活
動
の
基
本
で
あ
る
が
、
時
勢

を
捉
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
要
求
行
動
で
な
け
れ
ば
地

域
住
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
ま
た
公
務
員
労
働
組
合
と
し
て

の
拡
大
な
ど
、
地
元
商
工
団
体
の
連
携
と
協
力
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

っ
た
。運
営
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
所
ご
と
に
組
合
を
組
織
し
、資

金
や
売
電
益
の
分
担
額
を
決
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
民
が
つ
く
る
非
営

利
の
任
意
団
体
が
、
こ
れ
ら
運
用
に
関
す
る
諸
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
。

　「
三
方
よ
し
商
品
券
（
地
域
商
品
券
）」
展
開
の
現
状
と
近
江
商
人
の
哲
学

　

地
域
商
品
券
の
活
用
に
よ
る
地
元
経
済
の
活
性
化
は
、
こ
れ
ま
で
も
政

府
主
導
の
も
の
か
ら
地
元
商
工
団
体
に
よ
る
も
の
ま
で
数
多
く
の
試
行
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
多
く
は
一
過
性
の
税
の
再
分
配
の
域
に
留
ま
り
、
地

域
経
済
に
と
っ
て
持
続
性
の
あ
る
政
策
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
感
が
あ
る
。

　

東
近
江
市
の
地
域
商
品
券
は
、
二
〇
〇
九
年
に
近
江
商
人
の
経
営
哲
学

を
継
承
す
る
思
い
を
こ
め
て
「
三
方
よ
し
商
品
券
」
と
命
名
。
市
内
の
四

〇
〇
を
超
え
る
商
店
な
ど
で
引
き
換
え
可
能
と
し
、
さ
ら
に
地
域
内
で
の

経
済
循
環
を
加
速
化
す
る
た
め
、
交
付
日
よ
り
六
ヵ
月
間
と
す
る
有
効
期

限
を
設
定
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
前
述
の
市
民
共
同
発
電
所
が
売
電
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
富
を
、
こ
の
三
方
よ
し
商
品
券
に
て
資
金
提
供
者
に
還

元
す
る
方
式
を
採
用
し
、
環
境
と
経
済
の
共
生
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
。

　

市
役
所
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
現
金
で
支
給
さ
れ
て
き
た
補
助
金
や

交
付
金
、
激
励
金
な
ど
を
三
方
よ
し
商
品
券
へ
転
換
す
る
試
み
を
部
局
横

断
的
に
進
め
た
。
結
果
、
議
会
で
の
議
決
や
条
例
改
正
を
要
し
な
い
約
二

三
〇
万
円
分
を
わ
ず
か
三
ヵ
月
間
で
商
品
券
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

か
つ
て
全
国
で
活
躍
し
た
多
く
の
近
江
商
人
が
経
営
モ
ッ
ト
ー
と
し
た地元商店街で利用できる「三方よし商品券」

の
社
会
的
存
在
価
値
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
「
市
民
共
同
発
電
所
」、「
三
方
よ
し

商
品
券
」
は
、
部
局
を
横
断
し
た
俯

瞰
的
な
視
野
を
持
ち
な
が
ら
、
多
様

な
主
体
性
を
持
つ
市
民
や
団
体
と
の

連
携
を
試
み
た
現
場
組
合
員
の
存
在

な
し
に
は
実
現
し
得
な
か
っ
た
施
策

で
あ
る
。

　

市
民
共
同
発
電
所
は
現
在
四
ヵ
所

あ
る
が
、
東
近
江
市
職
員
組
合
は
新

設
稼
動
す
る
た
び
に
組
合
費
の
な
か

か
ら
資
金
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。
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一
つ
は
、
売
電
益
を
地
元
商
店
で
流
通
可
能
な
「
三
方
よ
し
商
品
券
（
地

域
商
品
券
）」
で
分
配
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、〝
東
近
江
市

に
降
り
注
ぐ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
富
を
、
エ
コ
活
動
に

取
り
組
む
市
民
の
手
に
よ
っ
て
地
元
の
商
工
業
振
興
に
役
立
て
る
〞
と
い

う
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
ま
た
市
民
・
商
工
団
体
・
行
政
の
連
携
に
よ
っ
て
、

〝
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
〞こ

と
の
実
証
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
は
、
商
品
券
の
発
行
管
理
や
取
り
扱
い
商
店



――― 40

約
六
四
〇
人
の
全
組
合
員
が
市
民

共
同
発
電
所
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
二
〇
一
二
年
の
定
期
大
会

以
降
、
全
組
合
員
へ
配
布
す
る
大

会
記
念
品
を
は
じ
め
、
各
種
組
合

行
事
の
景
品
を
三
方
よ
し
商
品
券

に
転
換
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
組
合

員
へ
の
制
度
周
知
を
は
か
る
と
と

も
に
、
毎
年
約
七
〇
万
円
を
超
え

る
組
合
予
算
が
地
元
協
働
の
名
の

も
と
、
地
域
に
循
環
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

連
携
に
よ
り
構
築
し
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
非
常
に
さ
さ
や
か
な
一

歩
で
は
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
そ
し
て
万
一
に
備
え
た
小

規
模
分
散
自
立
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
そ
し
て
運
用
管
理
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
が
簡

便
な
た
め
に
地
元
の
雇
用
も
期
待
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
六
月
に
東
近
江
市
は
、
公
共
施
設
の
屋
根
を
条
件
付
き
で

貸
し
出
す
条
例
改
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
民
共
同
発
電
所
の
普
及
を

行
政
施
策
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制

度
設
計
に
は
当
時
の
執
行
委
員
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

政
府
や
政
策
決
定
者
に
対
し
て
疑
問
の
声
を
あ
げ
、
対
案
提
示
を
し
て

い
く
こ
と
は
組
合
運
動
の
基
本
で
あ
り
重
要
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
地
域

密
着
型
モ
デ
ル
の
構
築
に
際
し
て
、ま
ち
の
姿
、と
り
わ
け
現
場
を
よ
く
知

　

現
場
の
課
題
を
地
域
密
着
型
モ
デ
ル
へ
つ
な
ぐ

　

現
在
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
巡
る
議
論
は
、
固

定
価
格
買
取
制
度
な
ど
当
初
の
制
度
設
計
の
甘
さ
が
露
呈
し
、
下
火
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
ブ
ー
ム
や
投
機
目
的
だ
け
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
終

焉
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
同
時
に
地
域
自
立
・
自
律
の
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
地
域
経
済
や
教
育
と
密
接
に
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
試

み
も
数
少
な
い
。

　

東
近
江
市
が
、
職
員
組
合
を
は
じ
め
多
様
な
主
体
性
を
持
つ
市
民
と
の

滋賀県平和祈念館の屋根を借りて市民発電所３号機を設置

る
組
合
員
の
積
極
的
な

関
与
と
い
う
も
の
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
地
域
の

身
の
丈
に
あ
っ
た
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
や
「
食
」、

「
地
域
ケ
ア
」の
確
立
に

向
け
て
、
地
域
住
民
と

の
協
働
が
さ
ら
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。


